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深海底にアクセス
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可能性を調査するシ
ステム

次世代海洋監視・
管理システム

資源開発に伴う環
境影響評価や、沿
岸域や離島を保
全、管理するため
のシステム

次世代海洋資源開発のイメージ

海底（サブシー）
生産システム

ケーブル接続式
陸上遠隔操作ロボット

洋上ロジスティック

海洋資源開発に必要不可欠な資源探査、生産、環境管理のシステムを、産学官（文部科学省、経済産業省、国土交通省）連携により、
基盤的技術開発から実用化段階まで開発し、システムの技術的課題や経済性などを検証する。

プロジェクトの推進を通じ、「国内企業等の技術力、経験の蓄積」、「総合エンジニアリング能力の獲得、蓄積」 、「人材育成」を行い、
資源開発を担うプレイヤー（産業）の創出を図る。

次世代海洋

エネルギー・鉱物
資源生産システム

海洋資源を生産す
るためのシステム

海底（サブシー）生産システム

海洋分野のイノベーションを推進し、競争力のある海洋産業の創出と国内資源の確保を目指す

海底ケーブル式
観測システム

資料４
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競争力のある海洋産業の創出と国内資源の確保に向けて（参考）

我が国はエネルギー資源を海外に依存
しており、その多くは海洋から生産

EEZ内開発を行い、自国で資源確保

世界の海洋開発需要も取り込む

背 景

将来的に… 海洋の開発・利用
による富と繁栄

韓国
35%

ブラジル
15%

中国
15%

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
14%

日本
1%

その他
20%

海洋開発市場が急成長する一方で
日本の海洋構造物建造シェアは1%

我が国権益のプロジェクト
でも調達先は海外原子力を除く我が国のエネルギー自給率 

（出典：エネルギー白書）

4%
(2008年)

１次エネルギー国内供給量に対する石油及び
天然ガスの割合  （出典：総合エネルギー統計）

66.3%
(2011年)

世界の石油、天然ガスの海洋からの生産比率
（出典：EIA等）

4割程度 
(2010年)

海洋開発関連船舶投資の見通し
（Clarkson資料より作成）

海洋構造物手持ち工事量シェア
（金額ベース, 2012.9, Clarkson資料より作成）

我が国周辺の海洋資源の可能性

我が国における海洋資源開発の現状

メタンハイドレート 海底熱水鉱床

現在の取組： 資源賦存状況調査・資源量評価、生産技術開発、
製錬技術開発、環境影響調査 等

海洋資源の例

次世代海洋資源開発に向けたプロジェクトの実施

資源開発を担うプレイヤーの創出 （⇒産業育成）
事業リスクの明確化・採算改善に向けた取組促進 （⇒産業競争力強化）

海洋開発は事業リスクが高く、実績が求められる分野
→ 産業創出のためには商業化を前提とした実海域における実証が不可欠

狙
い

コバルトリッチクラスト
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次世代広域海洋環境観測システム

大気から深海まで、様々な手段で地球を観測し、実利用に向けて成果を有機的に集約し
ながら国民生活の向上や社会経済活動の発展の基盤となるシステムを構築

温室効果ガス 降水地理・地形情報
地上詳細画像

位置情報

海色、海上風、
海流、水温、
海面高度

植生 雲・ｴｱﾛｿﾞﾙ

衛星軌道

スーパーサイト

機動的高解像度
観測システム

自走式海洋環境変動観測
システム

小型で編隊を組んで長距離走行。海水
温や生物生産等をモニタリング

超小型自動プロファイリングフ
ロート観測網

海上～海中といった鉛
直方向の多項目の
データと衛星データと
データ同化を組み合
わせ

デ
ー
タ
を
統
融
合
・
分
析

地球環境問題への対応

・資源量調査への利用

海洋再生可能エネルギー

防災・減災

・地球温暖化の解明
・極端気象の解明

・災害監視
・巨大地震の解明

農林水産業の振興

・漁場推定
・植生把握

安全保障

・沿岸管理
・通信網の整備 3



未踏領域探索システム
海洋に残された未踏のフロンティアを開拓し、世界最先端の科学的知見の獲得を目指す。

科学技術の先進国として、今後も科学技術において世界をリードしていくことにより、未来を切り開く。

海溝型巨大地震への対応、水産資源の管理、海洋の生物多様性の確保、海洋生物の有用資源としての活用などの社会的課題
の解決や産業への応用展開などが期待される。

有人潜水船
システム

世界最深部である
水深11,000mまでの

潜航が可能な有人
潜水船システム。

<要素技術>
・ 高 圧 環 境 で も 繰
り返し使用可能な
耐圧殻の開発

・長時間使用可能な
蓄電池の開発

・浮力材等の新規素
材の開発
等を実施

超深海
掘削技術

超 大 水 深 （ 5,000m
級）の海底から超大
深度（8,000m級）の

掘削を行い、前人未
到のマントル掘削を
実現するシステム。

<要素技術>
・軽量・高強度等の
特性を持つ新素材
を使用したライザー
システムの開発

・掘削方向制御技術

・超高精度の船位保
持技術
等を実施
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海洋温度差発電

海洋分野のイノベーションを推進し、エネルギーの有効活用と競争力のある海洋産業の創出を目指す

海流発電

波力発電

出典：ＩＨＩ／東大

出典：佐賀大学

出典：ジャイロダイナミクス／日立造船

海洋再生可能エネルギーは、技術的ブレークスルーにより、次世代のエネルギー源となる可能性のある分野。

プロジェクトの推進を通じ、厳しい気象・海象条件の中で安全かつ効率的に発電する技術を確立することにより、
海洋再生可能エネルギーを利用した発電システムの早期実用化を達成。

風力発電

出典：三井海洋開発

出典：三井造船

海洋再生可能エネルギー
発電システム

潮流発電

出典：川崎重工

出典：経済産業省

次世代海洋再生可能エネルギー発電システム
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